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です。暖かくなってきたので
散歩や、外食等で外に出たいとこ
ろですが、コロナウイルス感染対
策の為自粛しております。塗り絵
やタオルたたみをしながら日々過
ごしてます。早く終息することを願

うばかりです。

リハビリ

どの種類の
ケーキが好
きですか？

塗り絵

タオルたたみを
手伝っていただ
いています



毎回ご好評いただいております寿司バ
イキング3月18日開催しました！
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寿司バイキング

皆さんそれぞれご自
分の好きなネタを選
んで食べてらっしゃ

いました。

洸寿園内では、様々な行事や委員会
があります。今回の陽だまりより少しず
つ紹介していきたいと思います。
職員も日々奮闘しております！

皆さん消火器の使い方ご存じですか？いざ
火事となると慌ててしまうものです。(火事を
起こさないことが１番ですが）今回は、コロナ
ウイルスの為小規模での訓練でしたが、定期
的に行うことでいざという時対応できるように

活動してます！



4月1日より居室担当が変更となりました。9月30日まで半年間担当致します。
よろしくお願いします！！
居室担当者は、担当ご利用者の一番の理解者として、日々業務に邁進致します。
ご利用者の物品管理や支援内容について、ご家族へご連絡することも御座います。
ご理解とご協力の程よろしくお願いします。

居室 担当者

１０１ 川添

１０２ 大西

１０３ 相川

１０５ 押野

１０６ 内野

１０７ 田中

１０８ 森山

居室 担当者

１１０ 原田

１１１ 髙川

１１２ 小松

１１３ 田代

居室 担当者

２０１ 中山

２０２ 中尾

２０３ 長

２０５ 柳田

２０６ 林

２０７ 佐々木

２０８ 塩井川

居室 担当者

２１０ 福岡

２１１ 早野

２１２ 鈴木

２１３ 大里

２１５ 伊藤

２１６ 才津

２１７ 星

今後の予定
4月1日誕生お祝い膳
4月8日行楽弁当
日程はきめず数人ずつ近くの公園へ桜の花見へご案内予定です

5月1日誕生お誕生膳
5月20日母の日ランチ

6月1日誕生お祝い膳
6月17日父の日ランチ
外出・外食の計画予定
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※新型コロナウィルスの感染拡大防止のために施設内の行事は変更の可能性があります。
※また、3月より訪問理美容の利用を停止しています。再開は未定です。ご迷惑おかけしております。

今年も陽だまりカフェは開催します。
ご希望のスイーツ等を準備して誕生の
お祝いをします。
食事が難しい方へは施設周りの散歩へ

ご案内いたします。

この度4名の職員が退職しました
皆様お世話になりました

看護職員 古本順子

介護職員 永田みゆき
介護職員 右田照巳
看護職員 梶山好美
看護職員 安部朱美

2月16日より入
職しました。1日
でも早く皆様に
頼りにしていただ
けるように頑張り
ますので、よろし
くお願いします。



福岡でも不要・不急の外出は避けるように要請が出ています。またやむを得ず外出
した場合でも、3つの密を避けるようにという事が言われています。
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〇新型コロナウィルスが世界的に猛威を振るい、日本でも広がりを見せています。
福岡でも多くの方の感染確認がされています。

〇洸寿園では2月21日よりご家族の面会をご遠慮いただいております。
利用料金のお支払い等は受付窓口で対応させていただきます。
何卒ご理解・ご協力を頂きますよう宜しくお願い致します。

（相談窓口） （受付時間）
生活支援部主任： 岡本 勝（おかもと まさる） 9時00分～17時30分
生活相談員 ：壁村 美穂子（かべむら みほこ） （日曜・祝日除く）

ホームページでも、日頃の様子やご案内をご覧いただけます。
http:www.seifu-kai.jp 又は、「洸寿園」で検索できます。

・常に利用者を敬う気持ちを持って丁寧な介護を提供します。
・利用者が笑顔で生活できるように、安心快適なサービスを提供します。
・専門職として、サービスの質の向上に努めます。

介護保険証や健康保険証、新しい保険証が届きましたら早急に施設までお持ちいただく
か、ご郵送ください。病院の受診や介護保険の請求が滞る可能性がございます。ご理解・
ご協力お願いいたします。

感染防止のために日常生活でできる手洗いと咳エチケット参考にしてみてください。

今年は施設でもノロウィスルやインフルエンザの流行がなく、よかったと安堵しかかっていたところ、この新型コ
ロナウィルスです・・・ご利用者もご家族と面会できないため、寂しい思いをされていらっしゃる方もいます。先が
見えない日々が続きますが、一日でも早くこの状況が終息することを祈っています。 （筆者：壁村美穂子）


